上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　第３６号　２００３年１０月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)・発行
（第1面）
９月決算議会のポイント

９月定例議会は、3日から18日までの16日間の会期で開かれました。

14年度諸会計の決算認定、15年度補正予算などの審議が行われました。

私は、決算特別委員長を務め、公民館など集会施設の有効活用や住基

ネットの安全性、同和問題などの一般質問をしました。（2、3面掲載）
☆上牧町の財政、“破たん寸前”まで悪化している
　◆14年度一般会計決算は、実に厳しい状況に追い込まれた。地方債残高
　（15年3月末）が171億700万円、公債費比率は23.6%（1.7ポイント増）。
　　これまでの借金財政のツケが、いよいよ重くのしかかってきた。

· 財政の弾力性を示す経常収支比率が99.4%(3.2ポイント増)、町行政維持

に必要な義務的経費（公債費、人件費など）さえ、一般財源で不足する

事態に至った。16年度予算編成は、極めて重大な局面に差しかかる。

☆16年度予算編成、“事務・事業の見直し”避けられない
· 来年度「歳入」は、さらに厳しくなると予測しなければならない。

・町税（＊1、4面に資料掲載）20億円を切っており、16年度も激減か

　　・地方交付税（＊2）3年間で5.8億円減少、16年度22〜23億円程度か

　　・財政調整基金が底突き、残高はわずか124.9万円（第3回補正後）に
· 来年度「歳出」は、公債費、人件費など義務的な経費がめじろ押しだ。

・公債費（＊3、借金返済と金利支払い）だけで、25億円前後は必要か

・人件費は人事院勧告で2.6%減額になるものの、18億円台に上る

・その他の経費、これまでの予算編成手法では、とうてい減らせない

☞ 堀内英樹、町財政への７つの緊急提言 ☜

　　①上牧町は「財政非常事態宣言」を出せ！

　　②７町合併協議とは、次元が違うと割り切れ！

　　③早急に、事務・事業の徹底的な見直しを行え！
　　④住民や各種団体に、厳しい財政の実態を説明せよ！
　　⑤住民意見によって、事務・事業に優先順位をつけよ！
　　⑥急がない事業は、とりあえず先送り・中止せよ！
　　⑦予算編成は、最小必要な範囲と維持可能な方針で臨め！
　呼びかけ：１6年度予算編成、『非常事態』で取り組め！
（第２面）

一般質問しました
“一隅を照らす”阪神タイガース18年ぶりのセ・リーグ優勝。
ボランティア、ＮＰＯ、シルバー人材センターなど、新たな住民活動が
着実に広がりを見せています。キーワードは「自立、共生、協働」です。
こうした住民の多様な活動を支える拠点として、公民館などの集会施設が欠かせません。
今年6月に「公民館の設置及び運営に関する基準」が44年ぶりに改正され、時代遅れと
なっていた公民館のあり方を根本から変える取り組みが、全国的に始まりました。（堀　内）
⑴公民館、集会所、福祉施設、学校などの有効活用について

Ｑ公民館などの集会施設利用について、①必要な時に思うように使用できない、
　②利用料金がまちまちで、不公平感がある、③政治活動についての利用制限が
　不条理である、などの苦情や不満がある。活動が有料でも団体は非営利である
　のに、町要綱でこれを“営利活動”として規制しているが‥　　　　　（堀　内）

Ａ苦情などは特に聞いていないが、ＮＰＯやシルバー人材センターなどは特定
　非営利団体である。基準が全面改定されたこともあり、その趣旨を踏まえて、
　こんご十分検討を重ねて行きたい。　　　　　　　　　　　　　　（教育部長）
Ｑ政治活動についても、町は“政治的”とだけ規定、社会教育法を明らかに拡大
　解釈して規制している。改正された地方自治法は「義務を課し、権利を制限
　するには条例によらなければならい」。3年半も違法状態で放置しているが‥
Ａ公民館設置条例は、基本的なものだけしか決めていない。こんご条例の改正を
　含めて十分検討して行きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　（教育部長）
Ｑ利用する住民の立場から、集会施設の有効な活用と適切な運営のため、①集会
　施設の洗い直し（空き教室を含む）、②利用について住民意向調査の実施、
　③利用規程や条件の再検討、④合理的な運営形態などの検討を行って欲しい。
　あくまで住民参加による見直しを半年で実施。中間試案を公表、意見公募で
　利用者の意見反映したうえで、1年後には条例化されたい。
Ａ教育部長が答弁した通り、法的にも問題があると思うので、それも含めて住民
　が利用しやすい方法でやって行く。管理運営は自治会に任せているので、そち
　らにも色んな方法で指導して行きたい。　　　　　　　　　　　　　（町　長）
⑵事務・事業の現況調査と合併しない場合の財政の見通しは‥
Ｑ合併協議のため1,266項目の現況調査が行われているが、作業状況は‥
Ａ7月中旬から8月にかけて個別調査表を作成し、現在合併協議会で整理して

　いる。その後、専門部会・分科会において、各事務・事業の調整と一元化へ
　向けた作業を来年3月にかけて行う。　　　　　　　　　　　（企画創生部長）

Ｑ合併しない場合の10年後の財政の見通し、数字を掲げて説明されたい。
Ａ町として独自のシミュレーションはやっていない。合併協議会でも作成して

　いるが、町としては10月頃に答えが出てくるのではないか。　　　（総務部長）

　呼びかけ：公民館など集会施設、もっと有効に活用しよう！

（第3面）

⑶住基ネットの安全性と住基カードの活用について
　Ｑ住基ネットは、確かに他のコンピューターシステムから独立しているのか。

　Ａ専用回線でつながれ、外部からの進入は不可能である。　　（住民福祉部長）

　Ｑ住基ネットワークのシステムや設備としては完全であっても、それを扱う

　　職員が不正を行ったら何もならない。職員の識別カード、操作記録、意識

　　付け、罰則規定はどうなっているのか。
　Ａ住基ネットの事務は、住民課で担当しているが、カードを持った職員しか
　　扱えない。職員ごとにパスワードを設定している。どの職員がどういう作業

　　をしたか、履歴が残る。職員の意識付けについては、あくまで個人情報保護
　　についての作業であることを認識している。罰則については、住基法、個人

　　情報保護法で重い罰則が設けられており、問題はない。　　（住民福祉部長）
　Ｑ住基カードを申請し、ここに現物がある。情報容量も大きく、外部からの

　　進入が不可。普及はまだまだこれからだが、電子自治体の将来を見越して

　　色んな試みが始まった。注目されるのは「地域通貨、電子チケット」である。

　　奉仕活動への動機付けや補助金見直しへの問題提起にもなるが、どうか。
　Ａ色んな利用はあるので、こんご慎重に検討して行かねばならないが、いまの

　　ところはまだ検討していない。　　　　　　　　　　　　　　　（総務部長）

⑷新たな同和問題への取り組みと同和対策事業の総括について

Ｑ同和問題が転機を迎えるなか、“ねたみ”による新たな差別意識が生まれて

　いるが、これをどう捉えているのか。

Ａ法期限が終われば、この問題は終わったとの捉え方が、一般的になっている。

　同和問題は、国民的課題としての国を挙げての施策であった。いま一度、

　人権教育の大切さに理解が得られるように取り組みたい。　　　　（教育長）
Ｑ上牧町でも19年間にわたり、小集落地区改良事業（総事業費286億円、人件

　費・経費を含む）や地区改善対策事業が行われた。その結果、地区の様子や

　　暮らしぶりは大きく変化した。この経緯を知らない若い世代（30〜40歳台）

　を中心に、“逆差別意識”が広がっている。一連の同和対策事業がおおむね

　収束した機に、“ねたみ”による新たな差別意識を無くすため、事業の内容
　や現況を総括し、住民に分かりやすく説明することを提案するが、どうか。
Ａ事業についてはこれまで、特別委員会や予算・決算で十分説明してきた。この

　機において、総括して説明せよという話しだが、私たちはこれまで十分

　説明してきたと考えている。特別報告する積もりはない。　（企画創生部長）

（第4面
- 資料 - 危機的な上牧町財政の推移

①町税（＊1）は、構造的な減収で20億円を切っている
　（平成／年度）（町税決算額／千円） （人口／人） （町税伸び率／%）

　　　　10　　　　　2,175,047　　　　　　24,540　　　　　△4.0
　　　　11　　　　　2,165,475　　　　　　24,611　　　　　△0.4
　　　　12　　　　　2,055,182　　　　　　24,900　　　　　△5.1
　　　　13　　　　　2,027,949　　　　　　25,378　　　　　△1.3
　　　　14　　　　　1,979,263　　　　　　25,486　　　　　△2.4
　　　　15　　　　※1,991,580（当初予算）25,543（8月末） △？
②地方交付税（＊2）は、3年間で5.8億円減少している
　（平成／年度）　（地方交付税決算額／千円）　　　　  （伸び率／%）

　　　　10　　　　　　　2,738,911　　　　　　　　　　　　  3.7
　　　　11　　　　　　　2,895,377　　　　　　　　　　　　  5.7
　　　　12　　　　　　　2,971,086　　　　　　　　　　　    2,6
　　　　13　　　　　　　2,819,138　　　　　　　　　　　  △3.4
　　　　14　　　　　　　2,730,493　　　　　　　　　　　  △3.1
　　　　15　　　　　　※2,392,981（第3回補正予算）　   △12.4
③公債費（＊3）は、一般会計歳出の3分の1に膨れあがる
　（平成／年度）　（公債費決算額／千円）　  （総額に占める割合／%）

　　　　10　　　　　　　1,297,154　　　　　　　　　　　   14.0
　　　　11　　　　　　　1,316,906　　　　　　　　　　　   13.7
　　　　12　　　　　　　1,404,906　　　　　　　　　　　   11.5
　　　　13　　　　　　　1,644,669　　　　　　　　　　　   17.3
　　　　14　　　　　　　1,945,378　　　　　　　　　　　   21.1
　　　　15　　　　　　※2,948,056（第3回補正予算）　　   32.3
	　　ホームページを公開しています

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話    0745-32-0022

　　  ファックス    0745-33-2258　　 議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


古紙100%の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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